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茨城県は,21世紀の到来を日前にして,長期的な展望の もとに県土

の総合的な基盤整備を推進 しております。県南地域におきましても,

広域的な連携を深める交通体系の整備に努めております。

主要地方道土浦江戸崎線道路改良工事は, この趣 旨のもとに計画さ

れたもので,そ の予定地内には,埋蔵文化財の包蔵地である於山遺跡

が確認されております。

このたび,財団法人茨城県教育財団は,茨城県から埋蔵文化財発掘

調査事業についての委託を受け,平成 5年 7月 か ら 9月 にかけて,主

要地方道土浦江戸崎線道路改良工事地内に所在する遺跡の埋蔵文化財

発掘調査を実施 してまいりました。

本書は,於山遺跡の調査成果を収録 したものであります。本書が学

術的な研究資料としてはもとより,教育・文化向上の一助 として活用

されますことを希望いたします。

なお,発掘調査および整理にあたり,委託者である茨城県はもとよ

り,茨城県教育委員会,阿見町教育委員会 をはじめ,関係各機関及び

関係各位から,ご指導・ご協力を賜わりましたことに対 し,哀心 より

感謝の意を表 します。

平成 7年 3月

財団法人 茨城県教育財団
理事長 磯 田  勇



例    言

1 本書は,茨城県の委託により,財団法人茨城県教育財団が,平成 5年 7月 から同年 9月 まで実施した,茨

城県稲敷郡阿見町に所在する,於山遺勤の発掘調査報告書である。

なお,遺跡の所在地は次の通りである。

茨城県稲敷郡阿見町翔 II本郷1,284番地ほか

2 於山遺跡の調査及び整理に関する教育財団の組織は,次の通りである。
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3 本書に使用した記号等については,第 3章第 1節 3「遺構・遺物の記載方法」の項を参照されたい。
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第 1章 調 査 経 緯

第 1節 調査に至る経過

茨城県は,県民福祉の向上に努めるとともに,21世紀の新しい時代を先導していく県としての発展や,県民

が誇りをもてる豊かな社会づ くりなど,茨城の新たな時代の創造を目指している。道路網の整備についても,

ゆとりある社会の実現を目指して,快適な道路空間の整備を進めている。

主要地方道土浦江戸崎線道降改良工事は,こ の趣旨のもとに計画されたものである。

平成 4年 7月 10日 ,茨城県 (土浦土木事務所)は ,茨城県教育委員会に対し,主要地方道上浦江戸崎線道路

改良工事地内における埋蔵文化財の有無について照会した。これに対し,茨城県教育委員会は,現地踏査を実

施し,工事予定地内に於山遺跡の存在を確認した。茨城県教育委員会は,平成 5年 1月 19日 ,文化財保護の立

場から茨城県と遺跡の取り扱いについて協議をした。その結果,現状保存が困難であることから,発掘調査に

よる記録保存の措置を講じることにした。平成 5年 2月 2日 ,茨城県教育委員会は,茨城県に調査機関として

財団法人茨城県教育財団を紹介した。

当教育財団は,茨城県と詳細な調整を重ね,埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び,平成 5年

7月 1日 から同年 9月 30日 にかけて,於山遺跡の発掘調査を実施することになった。

第 2節 調査経過

茨城県教育財団は,於山遺跡の発掘調査を,平成 5年 7月 1日 から同年 9月 30日 までの 3か月にわたって実

施した。以下,調査の経過について,その概要を記述する。

7月 上旬 発掘調査を行うための倉庫及び休憩所を設置した。調査前状況の写真を撮影し,調査区の清掃を行

い,14日 には関係者列席のもと鍬入れ式を挙行し,調査の円滑な推進と安全を祈願した。

7月 下旬 調査区に4m× 4mの グリッドを調査区面積全体の16分の 1の割合に設定し,手掘りによる試掘を

開始した。遺構の存在を確認し,縄文式上器片を少数採集した。試掘グリッドを全体の面積の 4分の

1ま で拡大した。現況が畑だった調査区南側半分は,表土も浅かったので人力で表土除去を開始した。

8月上旬 調査区の北側半分は木や篠竹が密生した林だったので,業者に委託して伐開を行った。続けて,重

機による表土除去を9日 に開始し17日 に終了した。表土除去に合わせて遺構確認作業を行い,ロ ーム

面に黒色土に覆われた土坑を確認した。量的には少ないが,縄文式上器の採集が続いた。 8月 半ばご

ろは,雨のため作業が進まず悩まさ絶た。

8月 下旬 19日 に基準杭打ち (茨城県建設技術公社に委託)を実施した。調査区南側に,第 1号塚を取 り囲む

ような形の,溝と思われる遺構を確認した。タワーを使用して,遺構確認状況の写真を撮影し,調査

区北側の土坑から掘り込みを開始した。第 1号塚の墳丘測量図を作成した。

9月 上旬 土坑と溝の調査を継続。第 1号塚の調査区内の部分 (塚の東側部分)の表土除去を行い,土層図を

作成した。第 2号塚に立て掛けてあった石碑の写真撮影を行うとともに,数枚の石碑について拓本を

とった。

9月 下旬 土坑,溝,塚の調査を終え,タ ワーを使用して完掘状況の写真撮影を行い,27日 から補足調査を実

-1-



施 した後,30日 までに撤収を完了した。

第 1図  於山遺跡調査区割図
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第 2章 位 置 と環 境

第 1節 地理的環境

羹山遺跡は,茨城県稲敷郡阿見町荒デII本郷1,284番地ほかに所在する。

於山遺跡の所在する阿見町は,関東平野の北東部,利根チII沿岸から霞ヶ浦沿岸にかけて広がる常総台地の一

部をなす筑波・稲敷台地の北東部に位置し,地勢は概して平坦で,町の北東部は約 5 kmにわたり霞ヶ浦に面し

ている。東は美浦村と境を接し,南は江戸崎町 ,牛久町と接し,西においては土浦市に接し,北は霞ヶ浦をは

さんで新治郡出島村に対している。

阿見町の地形は,筑波・稲敷台地の東北部をしめる洪積台地と,清明川 。桂川 。乙戸川・花室チII及び,霞ヶ

浦の沿岸の沖積低地に大きく分けられる。洪積台地は,町の土地面積の約80%を 占め,畑・山林・宅地の順で

利用され,町の沖積低地の大部分は本田として利用されている。洪積台地の標高は,約30m前後から24m前後

にわたっていて,東から西に徐々にその高度を下げていく。東高西低の傾斜を持つ町の台地は,清明川・樹 H・

乙戸川 。花室,IIによって解析され,台地には複雑な樹枝状の谷津が刻まれている。

於山遺跡周辺の台地を形成する地層は,成田層を中心として,成田層の上位には,竜ケ崎砂礫層,常総粘土

層,新期ローム層 (武蔵野ローム層・立川ローム層に相当)が堆積 し,成田層の下には薮層が堆積 している。

羹山遺跡の西を流れる乙戸川は,土浦市の乙戸沼を水源とし,上浦市荒)II沖町から阿見町荒,II本郷地内に入

り,町の南部を東南に流れて福田地先で牛久市に流入する。井の岡で桂,IIを合わせ,島田付近で小野
'IIに

合流

し,霞ヶ浦に流入する。町内を流れる乙戸川の支流は,翔 II本郷・実穀・小池上長・吉原・福田などで谷津を

形成している。乙戸川沿岸の谷津は概して浅 く長いものが多い。

於山遺跡は,乙戸川の河岸の標高20～22m,本田面との比高およそ 2mほ どで,西側と南側に広がる水田ヘ

向かう緩やかな傾斜面に位置している。

参考文献

に)阿見町  『阿見町史』 1983年 3月

修)茨城県農地部農地課  『土地分類基本調査 土浦』 1983年 12月

●)蜂州紀夫  『茨城県 地学のガイド』 1986年 11月
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第 2節 歴史的環境

於山遺跡 (1〉 の所在する地域は,大小の河,II,低地,台地と,変化に富んだ自然環境を有し,台地上には

数多くの遺跡が残っている。特に,小野ナII水系や乙戸川水系によって形成された台地上には,縄文時代から江

戸時代の遺跡が密に分布している。

於山遺跡周辺の各時期の遺跡の分布状況を見ると,次のような様相である。

縄文時代の遺肋は,土浦市の右粗地区に,木の宮南遺跡A(2〉 (早期・前期・晩期),木の宮南遺跡B(3〉

(早期),木の宮南遺跡C(4〉 ,峰崎遺跡Aく 5〉 (中期・晩期),峰崎遺跡B東・ B西 く6〉 (中期),峰

崎遺跡C(7〉 (中期),権現話遺跡 〈8〉 (中期),宮箭遺跡 (9〉 ,右粗貝塚東遺跡 (10〉 ,宮塚遺跡 (11〉

など,遺跡が集中してみられる。このうち,右糎貝塚東遺跡と宮塚遺跡が調査され,それぞれ縄文時代前期の

遺構と土器とが確認されている。乙戸沼の近辺では,乙戸川の川岸の南面する低い丘の上に後門遺跡がある。

乙戸川を下って,於山遺跡の近 くには,縄文中期の塚下遺泌 (18〉 と沖新田道祖神前遺跡 (19〉 の 2つの遺跡

が,乙戸川を挟む形で位置している。小野,II流域では,於山遺跡の南西約 5 kmの地点の,小野デIIに西から入 り

込む支流が南北に分かれる台地上には,下大井遺肋 (22〉 ,大井遺跡 く28〉 ,守子橋遺跡 く36〉 ,山際B遺肋

く44〉 などが分布している。さらに,小野川を下ると,権現山土地遺跡 く49〉 がある。いずれも,縄文式土器

の散布が確認できる。

弥生時代の追跡としては,土浦市の本の宮南遺跡Aや小野
'II右

岸の台地縁辺部に牛久市の坂本遺跡 (27〉 な

どがあり,縄文式上器とともに弥生式上器の散布が見られる。

古墳時代の遺跡は,上浦市右籾地区に,木の宮遺跡B,峰崎遺跡C,権現前遺跡,小谷遺跡 (12〉 などがあ

る。乙戸沼付近では高山遺跡 (14〉 と後門遺跡があり,乙戸川上流域の上浦市荒,II沖には塚下遺跡と沖新田道

祖神遺跡がある。ともに古墳時代の上師器の散布が見られる。乙戸川右岸の阿見町中根遺跡 く33〉 では,土師

器や須恵器の散布が確認できる。牛久市の小野,II左岸域の古墳時代の遺跡は,大久保遺跡 く24〉 ,馬場遺跡

(25〉 ,行人田遺跡 (26〉 ,坂本遺跡,根柄遺跡 (41〉 ,梨の本遺跡 〈43〉 ,宮の台遺跡 (46〉 ,東山遺跡

く51〉 ,中久喜遺跡 く52〉 ,ヤッノ上遺跡 〈53〉 ,中下根遺跡 (54〉 などである。このうち,調査されている

遺跡は,東山遺跡,中久喜追跡,馬場遺跡,中下根遺跡,ヤツノ上遺跡であり,古墳時代中期の集落が確認さ

れている。

於山遺跡の周辺には古墳の数も多い。阿見町には大塚古墳 (20〉 や北古辺古墳 (21〉 ,内記古墳群 (32〉 ,

だめき古墳 (34〉 ,実穀古墳群 (35〉 などがある。茎崎町には,下大井古墳群 (23〉 ,二十塚古墳群 (29〉 な

どがある。牛久市では,道山古墳群 (37〉 ,宮坂古墳 (39〉 ,愛宕脇古墳 く42〉 ,蕃塚古墳 く47〉 ,水落下古

墳 く48〉 などがある。このうち,道山古墳群の 3号墳 ,4号墳・ 5号墳からはそれぞれ直刀が出上している。

奈良・平安時代の遺跡としては,上浦市の乙戸町庚申塚がある。また,中久喜遺跡やヤツノ上遺跡からも,

平安時代の住居跡や土坑が確認さた,上師器の萎・高台付不 。高台付皿,須恵器の甕・高辱・不・不蓋などが

出上している。

江戸時代の遺跡としては,東狸穴一里塚がある。国道六号線の両側に円形で直径10m前後の塚が2基現存 し

ている。

参考文献

徹)茨城県教育委員会  『茨城県遺跡地図』 1990年 3月
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12)阿見町町史編纂委員会  『阿見町史』 1983年 3月

13)土浦市教育委員会  『土浦の遺跡 埋蔵文化財包蔵地』 1984年 3月

14)牛久市教育委員会  『牛久町史 史料編 (一 )』  1979年 3月

“

)茎崎村教育委員会  『茎崎村史』 1973年 3月

16)茨城県教育財団  『牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書 (I)ヤ ツノ上遺跡』

「茨城県教育財団文化財調査報告第81集」 1993年 3月

停)茨城県教育財団  『牛久北都特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書 (■ )中久喜追跡』

「茨城県教育財団文化財調査報告第86集」 1993年 9月

表 I 於山遺跡周辺遺跡一覧表

番
　
号

遺 跡 名
県遺跡

番 号

時 代 番
　
号

遺  跡  名
県遺跡

番 号

時 代

縄
文
弥
生
古
墳
奈
・平

鎌
・室

江

戸

縄
文
弥
生
古
墳
奈
・平

江

戸

l 於山遺跡 ○ ○ 大井遺跡 2808 O

2 木の宮南遺跡A ○ ○ 二十塚古墳群 ○

3 木の宮商遺跡B 5202 ○ ○ 翔 II沖一里塚 ○

4 木の宮南遺跡C ○ 東狸穴一里塚 ○

5 峰崎還跡A 5204 ○ 内記古墳群 ○

峰崎遺跡B束・ B西 5205 O 中根遺跡 5703 ○

7 峰崎遺跡C 5206 ○ ○ だめき古墳 5698 ○

権現前遺跡 5207 ○ ○ 実穀古墳群 5697 ○

宮前遺跡 5208 ○ 守子橋遺跡 2794 ○

右激貝塚東追跡 ○ 道山古墳群 ○

宮塚遺跡 5210 O 山際A遺跡 3367 ○

小谷遺跡 5211 ○ 宮坂古墳 3368 ○

高山遺TII ○ 中宿遺ETN O

後門遺跡 ○ ○ 根柄遺跡 337ユ ○

乙戸町庚申塚 5244 ○ 愛宕脇古墳 3372 ○

稲岡追跡 ○ 梨の本遺跡 3373 ○

17 北中島遺跡 ○ 山際B遺跡 3374 O

塚下追跡 5240 ○ ○ 古屋敷遺跡 3775 ○

沖新田道祖神前遺跡 ○ O 宮の台遺跡 3776 ○

大塚古墳 5699 ○ 琴塚古墳 3377 ○

北古辺古墳 5700 ○ 水落下古墳 3778 ○

下大井追跡 ○ 権現山上池遺跡 O ○

下大井古墳群 ○ 上小池城跡 ○

大久保遺跡 ○ 東山遺跡 ○

馬場遺跡 ○ 中久喜遺跡 ○ ○

行人田遺跡 ○ ヤツノ上追跡 ○ ○ ○

坂本遺跡 ○ ○ 中下根遺跡 ○
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第 3章 遺

第 1節 調査方法と遺構・遺物の記載方法

1 地区設定
於山遺跡の発掘調査を実施するに当たり,遺跡及

び遺構の位置を明確にするため調査区を設定した。

調査区の設定は, 日本平面直角座標第Ⅸ系,X軸

(南北)。 Y軸 (東西)を基準点として,40m方眼

を設定し,こ の40m四方の区画を大調査区 (大グリッ

ド)と した。さらに,こ の大調査区を東西,南北に

各々十等分 して, 4m四方の小調査区 1/Jヽグリッド)

を設定した。

調査区の名称は,アルファベットと算用数字を用

いて表記した。まず,大調査区の名称は,北から南

へA,B ・・,西から東へ1,2 ・ 。とし, その

組み合わせで「Al区」,「B2区」・・のように称し

た。さらに,大調査区を4m方眼に100分割 した小

調査区をそれぞれ同様に,北から南へa,b・ ・ j, 第 3図 調査区呼称方法概念図

西から東へ1,2, ・・9,0と 小文字を付した。各小調査区の名称は,大調査区の名称と合わせて,「Alal」 区,

Ｏ

ｄ

一
⊇

ｆ

一ｇ
一ｈ

一…

日

ノ亀
ヽ
　
　
　
ノ

「B2b2」 区のように呼称した。(第 3図 )

遺跡における基準点の座標は,「 Alal」  X=+2,240m

2 基本層序の検討
於山遺跡においては,調査区中央部のB2c4区 にテスト

ピットを設定し,第 5図 に示すような土層の堆積状況を確

認した。

第 1層は,ロ ーム粒子・ローム小ブロックを合む褐色の

漸移層で厚さは10～ 20clnである。第 2層 は暗褐色土ブロッ

クを少量含むソフ トローム上層で厚さは 6～ 20clnである。

第 3層 はソフ トローム下層で,厚さは20～25cmである。第

4層 は粘土ブロックを少量合むローム層で,厚さは約40clll

である。第 5層 は砂粒を少量合むにない褐色の粘土層で厚

さは10～ 20cIIlで ある。第 6層は砂粒を中量合む浅黄色の粘

土層で厚さは15～ 25cmで ある。第 7層は砂粒を少量合む鈍

い褐色の層で厚さは約40cmで ある。

於山遺跡の遺構は第 2層上面で確認されている。

Y三 十30,360m

21.4 -

21.2_

21.0-―

20.8__
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3 遺構・遺物の記載方法
本書における遺構及び遺物の記載方法は,以下のとおりである。

(1)使用記号

遺構  堀・溝一SD  土坑―SK

9)上層の分類

土層観察における色相の判定は,『新版標準土色帖』 1/Jヽ山正忠・竹原秀雄 日本色研事業株式会社)を

使用した。

●)遺構 。遺物実測図作成方法と掲載方法

① 於山遺跡の遺跡全体図は縮尺400分の 1,遺構図は縮尺60分の 1に した。

② 遺物は原則として 3分の1に縮尺 した。種類や大きさにより異なる場合もあり,そ れらについては,

=1/2等 と表示した。

(41 遺構番号

遺構番号については、調査の過程において遺構の種別ごと・調査順に付したが,整理の段階で遺構でな

いと判断したものは欠番とした。

第 2節 遺跡の概要

於山遺跡は,阿見町役場から西へ約4.5血,標高20mほ どの乙戸川の河岸に位置する。現況は畑で,今回の

調査面積は2,730m2で ある。調査によって確認された遺構は,溝 3条,上坑13基,塚 2基である。遺物の量は

比較的少なく,縄文式上器片,土製品,陶磁器,石製品などが出上している。

第 3節 遺構と遺物

1溝
本遺跡では 3条の溝が確認されている。

第 1号溝 (第 5図・付図 1図 )

位置 調査区の中央部で確認されている。

規模と形状 上幅で0.65m～ o.50m,下幅0.25～0.10mで,断面形は F―」状を呈する。

方向 北西から南東に仲びている。(N-45° 一W)

覆± 3層から成る。第 1層はローム粒子中量,ロ ーム中ブロック中量合む褐色土層である。第 2層 はローム

粒子多量,ロ ーム中ブロック少量合む褐色土層である。第 3層 はローム粒子を多量に合む明褐色土層であ

る。自然堆積と考えられる。

遺物 出上していない。

所見 性格は不明であるが,第 2号溝と同じく江戸時代と考えられる。

-8-
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第 2号溝 (第 6図 )

位置 調査区の南部で確認されている。

規模と形状 上幅で2.70m～ 1.05m,下幅0.50～ 0.20mで,深さは0.80～0.45mでぁる。断面形は「―」状を呈

する。 C2e3区 を起点に,一方は南西 (N-220° 一W)方 向に直線的に伸びる。 もう一方は北西 (N―

40° 一W)方向に3.50mほ ど進んだ後,ほIF直角に向きを北東 (N-50° 一E)方向にかえ,12.2mほ ど進

んで,再び向きを北西 (N-45° 一W)方向に変えて調査区境界線まで伸びる。雨が降ると,溝は水路に

なって,西側と南側とになだらかに下る谷津に向けて流れる。

覆土 C- 6層 から成る。第 1層 はローム粒子中量,ロ ーム中ブロック中量合む褐色土層である。第 2層 は

ローム粒子中量,ロ ーム中ブロック少量合む褐色土層である。第 3層 はローム粒子多量,ロ ーム中ブロッ

ク少量合む褐色土層である。第 4層 はローム粒子多量,ロ ーム中ブロック少量合む明褐色土層である。第

5層 はローム粒子を中量含む明褐色土層である。第 6層 はローム粒子を多量に合む明褐色土層である。自

然堆積。

E- 4層 から成る。第 1層 はローム粒子中量,ロ ーム中ブロック中量合む褐色土層である。第2層はロー

ム粒子多量,ローム中ブロック少量合む褐色土層である。第 3層 はローム粒子を中量合む明褐色土層であ

る。第 4層 はローム粒子を多量に合む明褐色土層である。自然堆積。

G- 5層 から成る。第 1層 はローム粒子中量,ローム中プロック中量合む褐色土層である。第2層はロー

ム粒子中量,ロ ーム中ブロック少量合む褐色土層である。第 3層 はローム粒子多量,ロ ーム中ブロック少

量合む褐色土層である。第 4層 はローム粒子多量,ロ ーム中ブロック少量合む明褐色土層である。第 5層

はローム粒子を中量合む明褐色土層である。自然堆積。

H- 3層 から成る。第 1層 はローム粒子中量,ロ ーム中ブロック少量合む明褐色土層である。第 2層は

ローム粒子多量,ロ ーム中ブロック少量含む褐色土層である。第 3層 はローム粒子を多量に合む明褐色土

層である。自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から瀬戸産の陶器片が出土している。

所見 性格は不明であるが,出土遺物から江戸時代と考えられる。

第 3号溝 (第 6図 )

位置 調査区の南部で確認。

規模と形状 上幅で1.30m～ o.60m,下幅約0.20mで,深さは約0.75mでぁる。断面形は「―」状を呈する。

B2,1区 を起点に,南西 (N-15° 一E)方向に4mほ ど伸びている。第 2号溝と重複する。土層親簾から,

第 3号溝が第 2号溝より古いと考えられる。

覆土 A― 第 2号溝と第 3号溝重複。 7層から成る。第 1層はローム粒子微量,炭化粒子微量合む暗褐色土

層である。第 2層 はローム粒子少量,炭化粒子微量合む暗褐色土層である。第 3層 はローム粒子を中量合

む暗褐色土層である。第 4層 はローム粒子を中量合む暗褐色土層である。第 5層 はローム粒子を多量に合

む暗褐色土層である。第 6層はローム粒子を少量合む暗褐色土層である。第 7層はローム粒子を少量含む

暗褐色土層である。自然堆積と考えられる。

遺物 出土していない。

所見 性格は不明であるが,第 2号溝と同じく江戸時代と考えられる。
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第 6図 第 2・ 3号溝実測図
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F21.4m
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2 土坑

遺構確認の段階でSK-52ま で土坑番号を付けたが,調査の結果風倒木痕の類と判断したものも多く,最

終的には13基の土坑を確認している。そのうち,特徴ある土坑 3基について解説を加え,他の土坑について

は一覧表にまとめ実測図を掲載する。

第 6号土坑 (第 7図 )

位置 調査区北部,B2b4区を中心に確認。

規模と平面形 長径2.00m,短径1.35mの 長惰円形で深さは0.95mで ある。

長径方向 N-57° 一E

壁面 南側は垂直に立ち上がり,北側は外傾して立ち上がる。

床面 平坦である。

覆± 4層 から成る。第 1層 はローム粒子中量,粘土粒子多量合む褐色土層である。第 2層はローム粒子多邑

ローム中プロック少量含む暗褐色土層である。第 3層 はローム粒子中量,ロ ーム大ブロック少量,粘土粒

子中量合む褐色土層である。第 4層 はローム粒子を中量合む褐色土層である。人為堆積と考えられる。

遺物 出土していない。

所見 遺物が出上していないことから時期は不明である。性格も不明であるが,隣接する第 7号土坑と相倹っ

て,円形土坑の中央に東西に幅30clnほ どのベル トをかけたような形状をもつ。いずれも粘土混じりの同じ

ような覆土で,壁や床面の整形もしっかりしている。両者は関わりのある施設と考えられる。

01

0              2m

①

北 64

拷

第 7図 第 6号土坑実測図

第 7号土坑 (第 8図 )

位置 調査区北部,B2b4区を中心に確認。

規模と平面形 長径2.25m,短径1.31mの 不整楕円形で深さは0.95mでぁる。

長径方向 N-25° 一W。

壁面 西側壁面は垂直に立ち上がり,東側壁面は外傾する。

床面 平坦である。

覆± 3層 から成る。第 1層 はローム粒子を多量に合む褐色土層である。第 2層はローム粒子多量,炭化粒子

微量,粘土粒子を中量合む褐色上層である。第 3層 はローム粒子多量,粘土粒子を中量合む黒褐色土層で

0

― ■ ―



ある。人為堆積と考えられる。

遺物 出土していない。

所見 時期,性格は不明である。第 6号土坑と形状がほぼ同じであることから,第 6号土坑と関わりのある土

坑と考えられる。

塩 ①
A21.4m

Ａ
一ィＢ

B~¬

く

く

ミ

ξ:::::ラ
タ

フ

〃

「

~

D               2m

第 8図 第 7号土坑実測図

第12号土坑 (第 9図 )

位置 調査区中央部,B2d4区を中心に確認。

規模と平面形 長径2.15m,短径1.20mの 長惰円形で深さは1.43mでぁる。

長径方向 N-56° 一W

壁面 垂直に立ち上がる。

床面 平坦である。

覆± 4層から成る。第 1層はローム粒子少量,炭化粒子微量含む黒褐色土層である。第 2層 はローム粒子中

量,ローム中ブロック少量,炭化粒子微量,炭化物微量合む暗褐色土層である。第 3層はローム粒子多量,

炭化粒子微量合む褐色土層である。第 4層 はローム粒子を多量に合む褐色土層である。自然堆積と考えら

れる。

遺物 出上していない。

所見 遺物が出上していないことから時期は不明である。形状から縄文時代の陥し穴と考えられる。

■
二

第 9図 第 12号土坑実測図
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表 2 上坑一覧表

その也の上坑土層解説

第 25号土坑  4層 から成 る。
1暗 褐 色 ローム粒子中量
2褐   色  ローム粒子多量
3明 褐 色  ローム粒子多量
4褐   色  ローム粒子多量 ,粘土粒子少量

第 34号 土坑  5層 から成 る。
1暗 褐 色  ローム粒子中量・
2褐   色  ローム粒子少量・
3褐   色  ローム粒子少量・
4暗 褐 色  ローム粒子少量・
5暗 褐 色  ローム粒子中量・

第 39号 土坑  3層 か ら成 る。
1暗 褐 色  ローム粒子微量
2褐   色  ローム粒子多量・
3褐   色  ローム粒子多量

第4,号 土坑  4層 か ら成 る。
1暗 禍 色  ローム粒子多量
2暗 褐 色  ローム粒子中量
3暗 褐 色  ローム粒子多量
4暗 褐 色 ローム粒子中量

ローム小ブロック少量

ローム小プロック少量

ローム小ブロック少量

ローム小プロック少量

ローム小プロック少量

ローム小ブロック少量

・炭化粒子微量

・炭化粒子微量

・炭化粒子微量

第 32号土坑

1褐  色
2明 褐 色

3褐  色

第3S号土坑

1褐  色
2褐  色
3褐  色
4明 褐 色

5褐  色
6暗 褐 色

7暗 褐 色
8褐  色

第43号土坑

1暗 褐 色

2暗 褐 色
3褐  色
4暗 褐 色
5暗 褐 色

第40号土坑

1暗 褐 色

2暗 褐 色
3時 褐 色
4暗 褐 色

第52号土坑

1暗 褐 色
2褐  色
3褐  色

3層 か ら成 る。
ローム粒子少量 。ローム小ブロッタ少量

ローム粒子多量・ 炭化粒子少量

ローム粒子中量・ ローム小ブロック少量

8層 か ら成 る。
ローム粒子多量

ローム粒子多量 。ローム小ブロック少量

ローム粒子中量 。ローム小プロック少量

ローム粒子多量

ローム粒子少量

ローム粒子少量・ 炭化粒子徴量

ローム粒子少量・ ローム小プ ロック少量

ローム粒子中量・ ローム小ブ ロック中量

5層 か ら成 るf
ローム粒子少量・炭化粒子微量

ローム粒子微量・炭化粒子微量

ローム粒子多量・ ローム小ブ ロック少量

ローム粒子中量・炭化粒子紋量

ローム粒子少量・ ローム小ブ ロック少量・ 炭化粒 子徴量

4層 か ら成る。
ローム粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子少量

ローム粒子中量

3層 か ら成る。
ローム粒子中量・ ローム小ブロッタ少量

ローム粒子多量・ 炭化物少量

ローム粒子多量 。ローム小プロッタ少量

第 48号土坑  5層 から成 る。
1褐  色  ローム粒子多量
2褐   色 ローム粒子中量
3褐   色  ローム粒子多量
4鈍い褐色  ローム粒子少量・粘土粒子多量
5褐   色  ローム粒子少量・粘土粒子中量

土坑

番号
位置
長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁 面 底面 覆土 出 上 遺 物 備 考 番 号

長径×短径(m) 果さ(m)

X-6 B2b4 N-57° 一E 不整楕円形 200× 135 095 外傾 平坦 人為

Ж -7 B2b4 N-25° 一W 不整楕円形 225× 131 095 外傾 平坦 人為

X-12 B2d4 N-56° 一W 不整橋円形 215× 120 垂直 平坦 自然

3K-25 C2a2 N-34° 一E 不 定 形 245× 1.55 061 緩傾 平坦 自然

SK-32 C2cI N-22° 一W 不 定 形 260× 245 緩 傾 皿 自然

3K-34 C la。 N-79° 一E ほ tF円 形 150× 1_45 0_43 外傾 平坦 自然

3K-35 C la。 N-19° 一E 不 定 形 7.70× 3.65 036 緩傾 平坦 自然

3K-39 C lc。 N-36° 一E 不 定 形 5.10× 405 028 緩傾 平坦 自然

3K-43 C2el N-21° 一E ほ tF円 形 180× 170 外傾 平坦 自然

3K-47 C lf。 N-33° 一W 不整桔円形 160× 105 外 傾 平坦 自然

3K-48 C lf N-65° 一ヽV 不整楕円形 1_90× 140 048 外傾 平坦 自然

3K-49 C lh。 N-36° 一ヽV 不整惰円形 1.35× 100 外傾 平坦 自然

きK-52 C le7 N-42° 一E 不 定 形 2.95× 215 緩傾 皿 自然

―-13-
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第 10図  第25。 32・ 34・ 35号土坑実測図
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第 H図 第39・ 43・ 47｀49・ 52号土坑実測図



3  鬱飛

本遺跡では 2基の塚が確認されている。

第 1号塚 (第12図 )

位置 調査区の南西部に位置する。

規模と形状 南北幅■.Om,東西幅12.5m,高 さ1.55mで方形状を呈する。

長径方向 N-45° 一W

盛± 5層から成る。第 1層はローム粒子を微量に合む黒褐色土である。第 2層 はローム粒子を中量合む暗褐

色上である。第 3層 はローム粒子を少量合む暗褐色上である。第 4層はローム粒子を中量合む暗褐色土で

ある。第 5層 はローム粒子を微量に合む暗褐色土である。盛土は各層とも,突 き回められた様子は見られ

ない。

遺物 出上していない。

所見 当初,古墳として調査を開始した。盛土を突き固めた様子がほとんどないことや周りを取 り囲む周溝が

存在しないこと,遺物も伴わないことなどから,古墳ではなく信仰のための塚と考えら絶る。

0             4m

Ⅲ

第 12図 第 I号塚実測図
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第 2号塚 (付図 1図 )

位置 調査区の北部に位置する。

規模と形状 南北幅 3.5m,東西幅 3.7m,高 さ 1.Omで不整円形を呈する。

現況 塚には,正面を向いて30枚ほどの石碑が,30cmほ どの間隔をおいて縦に 2列 に並んで置かれている。そ

の中央一番奥まったところには観音像が祀られている。石碑の文面から,畿内の赤L所を巡った当オ寸や周辺

の村々から参加した者が,記念に建立 したものであることが窺える。

〆

「
天
明
七
年
」
の
年
号
が
読
め
る
。

「
四
番
泉
州
植
尾
奔
千
手
観
苦

営
村
宮
本
新
兵
衛
」

第 13図  第 2号塚石碑拓影図 (写真 )
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4 遺構外出土遺物

第14図の 1～ 6は縄文早期後葉の茅山下層式土器群である。7～24,26～ 50,89は前期後葉の浮島式土器群

である。第15図の51～ 72は前期後葉の諸磯B式土器群である。73～ 88は前期後葉の栗島台式上器群である。15

図から16図にかけての90～ 103,106は 中期後葉の加曽利E式上器群である。104,105,107は 後期後葉の安行 I

式土器群である。第16図の108・ 109は近世の情鉢の底部から体部片,110は時期不明滑石製紡錘車,111は縄文

時代の凹石,112は縄文時代の磨製石斧である。

勁 鰻 可5綾
~1

Ｈ

ＩＩ

岬

齋岸10璽瑾量醤肇
~li Ｗ

ｉ

鵡輩鶴導

鰺 ts纏■6鯵朝7

諄II畿泣2軽謬澪4平閉課
―μ鮎鯵
一
亀℃
―
撃

爾
鞘
互

―

亨

i3

鶴 北7

導甕請
―亀弓粟覇耽4盟可

聯I饉―βセ斡-13鯵イ
翠 脱5雲 訂46碓 ~転7醜~〃48今ギ欄藝 葛
第 14図 遺構外出土遺物実測図(1)
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第 15図  遺構外出土遺物実測図12)
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第 16図  遺構外出土遺物実測図13)

第 4節 まとめ
於山遺跡は,縄文時代の早期後葉から後期後葉にかけて,生活の場として利用された場所と考えられる。表

面採集された縄文式上器は,茅山下層 (早期後葉)。 浮島 I(前期後棄)。 諸磯 b(前期後葉)。 粟島台 (前

期後葉)。 力日曽利E(中期後葉)。 安行 I(後期後葉)式土器と早期から後期に及んでいる。遺構としては陥

し穴と思われる土坑 (SK12)が残されている。長い間,狩猟・採集の場としてこの地が利用されてきたこと

が窺える。なお,当時の集落は,東側に広がる台地上に営またていたものと思われる。

その後,当遺跡では人々の生活の跡は長らく認められない。

近世になり,こ の地が再び利用されるようになったため,陶磁器片や土面子などの遺物が表面採集されるも

のと思われる。また,第 2号塚が集落のある東側の台地からは,ち ょうど西方に当たることから,信仰の対象

として塚が築かれ,当地や周辺に住む人々により井し所巡礼の記念碑が建てられて,信T「の場として機能してき

たものと思われる。

一
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―荘声

j警

麟
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PLl

遺跡全景 遺跡全景

グリッ ド試掘 トレンチ言式掘

遺構確認状況 (北側 )

等||―●|― _■||||■|||

露
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等雰鰯
第 6。 7号土坑 第 12号土坑
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露義言IⅢI
軽

球こが1聟1世 |1黎

第 2・ 3号溝

第 1号塚 第 1号塚

第 2号塚 第 2号塚石碑拓本



PL3

―五̀寮|1柳

出土遺物 (陶磁器 )

出土遺物 (凹石 )

出土遺物 (上面子 )

出土遺物 (磨製石斧 )

出土遺物 (紡錘車 )

遺物出土状況 (縄文式上器 )

出土遺物 (揖鉢 ) 出土遺物 (揖鉢 )
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